
厨
究
，
の
柔

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
．
三
十
｝
回
）

天
　
　
沼

俊

　
　
　
第
三
十
四
　
　
窓
（
上
の
下
）

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
江
戸
時
代

ま
た
前
代
同
断
ご
い
っ
て
よ
ろ
し
い
。

　
こ
れ
は
古
い
時
か
ら
の
こ
ご
で
、
敢
て
江
戸
時
代
に
限

ら
ぬ
が
、
中
門
な
ご
に
歩
廊
が
ご
り
つ
く
ご
き
、
其
接
績

を
工
合
よ
く
す
る
た
め
に
、
少
し
く
上
に
反
ら
せ
る
。
故

に
総
て
の
水
々
材
は
反
る
、
從
て
連
子
窓
も
反
∠
○
其
反

り
方
は
第
二
六
五
・
二
六
六
圖
の
如
く
、
窓
の
上
下
の
枢
が

，
反
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
窓
丈
け
ご
り
は
つ
し
て
み
る
ご

縫
翌
夕
な
形
に
も
見
え
や
う
が
．
魚
船
一
所
の
こ
き
は
形

　
　
　
第
十
四
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
一
）

が
中
々
よ
ろ
し
い
。

　
連
子
窓
は
軍
廊
の
場
合
に
外
側
の
牲
間
に
つ
い
て
み
る

ご
き
よ
り
も
、
複
廊
の
時
中
の
間
に
つ
い
て
み
る
方
が
籐

程
よ
く
見
え
る
。
第
二
六
五
圖
は
複
廊
の
例
で
、
西
側
の

一
部
を
北
側
よ
り
こ
っ
た
寓
最
ハ
で
あ
る
。
遠
方
の
提
灯
の

で
て
み
る
の
は
慶
賀
門
、
近
い
方
の
は
清
平
門
、
其
間
の

歩
廊
は
、
門
へ
取
つ
き
の
所
で
長
押
も
窓
も
反
ら
し
て
あ

る
，
斯
機
に
反
っ
て
み
る
か
ら
、
取
れ
で
接
綾
の
工
合
が

い
、
の
で
あ
る
。
伺
ほ
序
な
が
ら
南
歩
廊
の
束
の
方
は
高

地
に
な
っ
て
み
る
の
で
、
地
形
に
穿
て
歩
廊
も
上
っ
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
「
○
一
　
（
　
四
二
三
）



第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
柴
（
三
十
一
）

第
三
號

〇
一

A
四
「
二
．
四
）



　
　
　
　
　
毒
ξ
～
夢
　
㌧
　
…
．
、
爵
、
．
．
　
、
〔
．
　
、
　
．
鴛
噂
」
　
写
「
・
．
一
∴
ン
～
㌔
ギ
、
、
，
；
↑

　
　
　
　
騰
狸
α
．
葺
r
↓
渇
團
．
翼
鮮
幽
壌
馨
一
嶺
・
（
鼠
勤
切
瞬
藍
ぜ
、
一
翼
海
雲
墨
．

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
．
一
　
．
層
　
．
　
－
　
　
．
．
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
砺
　
」
ゴ
　
．
．
．

　
　
，
第
．
十
四
巻
　
　
硯
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
〇
三
　
（
　
四
二
五
）
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十
四

研
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ハ
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十
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第
三
百
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幽

艶
趨
寮

糊
濾
灘
．
．

　
　
　
　
よ
一
　
…
誕
叢
難
」
ご

灘
織
舞
・
重
懸
盤
難
懸
…
　

…
難
．

第
十
四
塗
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
「
）

第
三
號
　
一
〇
五
（
四
二
七
）



第
十
四
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
一
）

第
三
…
號
　
　
一
〇
六
　
　
（
　
四
二
八
）

‘



第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
一
）

第
三
號

〇
七

A
四
二
九
）



第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
三
十
一
）

ρ

第
三
號

○
八

A
四
三
〇
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第
十
四

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
三
十

一
）

第
三
號

“
〇
九

A
四
ご
＝
）
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第
十
四
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
陸
墨
古
建
築
・
研
究
の
栗
ハ
三
十
一
）

る
が
、
こ
の
場
合
に
総
て
の
水
製
材
は
斜
で
あ
る
か
ら
、

窓
も
同
じ
く
上
下
の
枢
が
斜
に
な
っ
て
み
る
。
故
に
窓
全

国
は
い
は
ば
菱
形
で
あ
る
。
こ
の
種
の
窓
は
主
要
な
材
料

の
形
に
湿
て
、
其
場
所
に
よ
ゆ
自
由
に
攣
化
し
得
る
の
で

甚
だ
都
合
が
よ
ろ
し
い
。

　
贅
澤
な
の
に
な
る
ご
、
馬
子
に
飾
金
具
を
打
つ
様
に
な

・
・
例
へ
ば
第
二
六
七
圖
は
尻
癖
照
宮
藥
師
細
事
）
窓

の
一
つ
で
あ
る
が
、
緑
青
塗
の
子
を
一
々
立
派
に
毛
彫
を

し
た
金
銅
飾
金
具
を
上
中
下
三
所
に
打
っ
て
装
飾
し
て
あ

る
。
勿
論
黒
漆
塗
の
権
に
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
に
前
代

に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
つ
け
れ
こ
も
こ
の
窓
で
は
、
総
て

が
黒
ご
緑
ご
金
ご
で
光
っ
て
み
る
か
ら
大
獲
に
綺
麗
で
、

あ
た
り
の
粧
や
長
押
は
朱
漆
だ
か
ら
、
愈
よ
以
て
美
し
く

見
え
る
。

　
第
二
六
入
圖
は
明
居
で
は
な
い
が
、
明
履
紛
ひ
に
頭
貫

の
直
ぐ
下
に
窓
を
造
っ
た
の
で
あ
る
。
東
照
宮
の
上
励
務

所
こ
い
っ
て
る
る
が
、
帥
機
運
溝
時
代
は
護
摩
堂
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
第
三
百
　
　
「
　
○
　
（
　
四
三
二
）

た
。
其
護
摩
堂
の
後
面
、
廻
廊
の
方
に
面
し
て
圖
の
様
に

窓
を
設
け
た
が
、
除
り
大
き
い
の
は
不
用
ご
見
え
、
長
押

迄
に
の
ば
さ
す
其
上
の
方
に
貫
を
其
間
に
丈
け
い
れ
て
、

ご
に
か
く
雫
た
い
窓
を
お
さ
め
て
あ
る
。
後
ろ
の
方
の
殊

に
廻
廊
こ
の
間
の
狡
い
こ
こ
ろ
で
．
ざ
こ
か
ら
も
見
え
漁

の
に
，
大
分
念
入
に
飾
っ
て
あ
る
。
但
し
窓
其
物
は
極
め

て
李
凡
で
あ
る
、
た
い
こ
ん
な
所
へ
こ
ん
な
風
に
し
て
用

ひ
た
こ
い
ふ
例
に
示
し
た
の
で
あ
る
Q

　
第
二
六
九
・
第
二
七
〇
の
二
士
は
、
江
戸
時
代
の
代
表
的

廻
廊
ご
其
連
子
窓
ご
を
見
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
も
亦
同
じ

く
日
光
東
照
宮
の
西
側
廻
廊
の
一
部
ご
、
其
一
番
奥
の
突

き
遡
り
の
窓
ご
を
だ
し
た
の
で
、
こ
れ
を
前
脳
に
掲
げ
だ

第
工
三
九
・
第
二
四
〇
囲
ご
登
れ
夫
れ
比
較
す
る
ご
、
千
年

の
差
の
た
め
に
、
そ
こ
に
随
分
の
差
が
見
出
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
土
間
ご
朱
漆
塗
の
光
っ
た
板
敷
の
底
、
こ
エ
ン
タ
シ

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　

ス
丹
塗
の
柱
ご
唐
様
綜
朱
漆
塗
の
柱
、
三
丹
塗
の
薄
長
押



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

ご
極
彩
色
の
厚
い
長
押
、
四
間
斗
束
ご
午
下
、
五
合
掌
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　

太
瓶
束
、
六
虹
梁
の
反
り
ご
形
、
こ
れ
等
は
何
れ
も
頗
る

　
　
　
　
く

興
昧
の
あ
る
比
較
が
で
き
る
。
今
こ
、
に
述
べ
る
の
は
連

子
窓
で
，
四
角
な
枢
に
聞
隔
の
廣
い
細
い
子
ご
、
兀
帳
面

の
襟
な
面
取
で
菱
形
の
間
隔
の
狭
い
太
い
子
ご
、
丹
塗
の

枢
に
緑
青
塗
の
子
ご
、
黒
漆
塗
金
銅
飾
金
具
打
の
枢
に
同

じ
く
黒
漆
塗
の
子
ご
の
比
較
も
亦
、
同
様
に
面
白
い
も
の

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
此
の
場
合
窓
は
柱
闇
の
諸
軍
に
慮
じ
、
適
宜
に
其
大
さ

を
愛
へ
て
る
る
、
何
に
し
ろ
旅
は
朱
漆
塗
で
光
っ
て
み
る

か
ら
、
そ
の
面
へ
窓
が
一
詳
し
く
い
へ
ば
チ
の
間
か
ら

入
っ
て
く
る
光
線
が
一
反
射
し
て
美
し
い
（
聯
町
ハ
）
。
併

し
な
が
ら
策
二
六
九
圖
に
於
い
て
、
突
き
儲
り
の
間
の
中

央
の
柱
は
な
い
方
が
い
、
様
に
思
ふ
、
幅
の
狡
い
背
の
高

い
窓
を
二
つ
お
く
よ
り
、
一
間
に
し
て
窓
も
一
つ
の
方
が

廻
廊
も
掘
が
播
く
見
え
る
し
、
除
裕
が
あ
っ
て
よ
ろ
し
い

ご
思
ふ
（
第
二
七
〇
圖
）
。

　
　
　
第
ナ
四
巻
　
　
研
究
の
柴
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栗
（
三
十
「
）

　
黒
し
一
こ
れ
は
高
い
意
味
の
昔
し
一
は
建
築
等
に

於
い
て
は
、
全
罷
ご
細
部
ご
の
比
例
を
よ
く
考
へ
て
つ
く

っ
た
か
ら
、
さ
う
墾
な
劉
奔
な
も
の
は
な
か
つ
陀
。
然
る

に
後
世
に
な
っ
て
く
る
ご
、
警
衛
者
の
程
度
が
下
落
し
た

た
め
に
、
細
部
の
比
例
な
ん
か
大
し
て
問
題
に
し
7
3
ひ
か
っ

た
）
つ
ま
り
謙
れ
が
建
築
全
腱
に
比
べ
て
調
子
が
こ
れ
や

う
が
こ
れ
ま
い
が
、
其
迄
は
い
、
加
減
に
し
た
の
が
多
く

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
連
子
窓
も
こ
の
例
に
洩
れ
す
、
・

枢
の
割
に
大
き
な
子
を
用
ひ
だ
り
し
た
、
め
、
戚
心
の
で

き
か
ね
る
も
の
が
で
き
た
例
は
い
く
ら
も
あ
る
。
ま
こ
ご

に
氣
の
毒
で
は
あ
る
が
、
播
磨
の
大
山
寺
塔
婆
の
窓
の
寓

異
を
第
二
七
一
圖
に
だ
し
て
説
明
を
す
る
。

　
こ
の
窓
は
左
右
ご
上
権
ご
に
は
小
さ
い
几
帳
面
を
ご
つ

た
枢
を
つ
く
り
、
下
は
左
右
枢
の
面
内
に
お
さ
め
た
た
“

の
四
角
な
木
で
、
内
に
は
大
字
に
太
い
竃
連
子
が
入
れ
て

あ
る
、
さ
う
し
て
圖
に
も
見
え
て
み
る
様
に
、
山
の
頂
上

は
下
枢
の
外
面
か
ら
は
み
串
し
て
み
る
か
ら
、
見
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
繁
三
號
　
　
一
一
一
　
（
　
囚
三
三
）



第
十
四
巻
　
　
日
雇
の
裂
　
　
鷺
本
古
建
築
研
究
⑫
楽
（
三
十
一
）

場
合
に
は
下
権
か
ら
あ
る
間
隔
に
、
義
解
．
＋
子
の
木
口
が

こ
等
邊
三
角
形
に
で
て
み
る
醜
態
を
演
じ
て
み
る
。

　
或
は
ま
た
上
「
左
右
の
権
が
四
隅
に
於
い
て
内
方
に
茨

を
も
つ
て
み
る
ー
ー
…
か
う
い
ふ
の
を
木
瓜
「
型
こ
い
つ
で
る

る
襟
で
あ
る
l
i
一
の
が
あ
る
。
勿
論
か
う
い
ふ
の
は
新
し

い
の
に
多
い
の
で
あ
る
。
一
子
は
権
の
内
側
の
み
で
、
外

側
は
普
蓮
の
如
一
な
っ
て
み
る
磯
際
粥
羅
）
ご
、
内
外

共
に
言
な
っ
て
み
ゑ
糠
三
内
）
の
こ
あ
・
が
、
双
嚢
ハ

大
し
て
い
、
戚
は
匙
ら
な
い
。
木
瓜
型
即
ち
四
隅
が
内
方

に
茨
を
な
し
て
み
る
の
は
、
桃
山
時
代
の
柱
に
も
あ
る
か

ら
（
逝
灘
身
心
）
、
窓
枢
に
・
b
前
代
か
ら
あ
り
得
藁
で
あ

る
が
、
ま
だ
差
出
さ
諏
か
ら
、
み
つ
け
る
迄
は
常
代
か
ら

こ
し
て
お
一
（
誰
七
）
。

　
京
都
府
綴
喜
郡
八
幡
町
官
幣
大
胤
石
清
水
八
幡
宮
廻
廊

及
本
殿
闘
伽
棚
蓮
子
を
第
二
五
丑
岡
に
示
し
て
お
い
た
。

別
に
墾
つ
た
窯
も
な
い
が
、
江
戸
へ
入
っ
て
も
眞
四
角
な

連
子
が
用
ひ
ら
れ
た
こ
ご
が
知
れ
る
ご
同
晦
に
、
枢
の
断

‘
訂
’
　
直
層
層
さ
”

「
一
二
　
（
　
四
．
三
四
）

面
が
硬
く
、
馨
し
の
、
襟
に
圓
満
な
氣
持
の
い
、
輪
廊
で

な
い
こ
ご
が
薫
る
で
あ
ら
う
。

　
次
に
私
は
連
子
窓
の
最
も
墾
つ
た
一
例
を
紹
介
す
る
た

め
、
弘
前
市
に
あ
る
最
勝
院
五
重
塔
（
覗
轍
）
第
二
重
連
子

窓
の
詳
細
圖
を
だ
し
て
お
一
（
第
二
五
匹
掻
）
。
大
概
の
は
こ
寒

場
合
は
、
r
横
が
は
な
れ
て
樹
下
が
つ
い
て
み
る
か
、
若
く

は
上
下
左
右
こ
も
離
れ
て
み
る
の
に
、
こ
れ
は
左
右
が
つ

い
て
上
下
が
離
れ
て
み
る
。
こ
れ
丈
け
で
も
既
に
他
ご
異

っ
て
み
る
の
に
、
課
内
に
は
連
子
子
7
3
ひ
ぐ
、
中
央
に
格
狡

間
型
の
輪
廓
を
ご
り
、
其
内
に
盲
連
子
を
入
れ
て
あ
る
Q

だ
か
ら
外
観
は
從
來
ご
全
く
異
っ
て
み
る
。

　
尤
も
こ
の
四
角
な
枢
の
輪
廓
が
な
く
て
、
た
だ
格
学
問

の
楼
な
も
の
、
中
に
連
子
を
入
れ
た
の
な
ら
、
東
京
郊
外

池
上
本
門
寺
五
重
塔
（
慶
長
十
三
年
）
初
重
脇
の
間
醸
）
「
又
は
寧
螂

野
鼠
護
國
寺
五
重
塔
（
雑
＋
）
初
重
佛
壇
習
誓
あ
・

こ
の
う
ち
前
者
は
窓
こ
い
へ
ば
窓
で
あ
ら
う
が
、
今
は
記

さ
な
い
。
最
勝
院
の
は
、
計
過
者
の
眞
意
は
倒
ら
漁
が
、

想
像
し
て
み
る
ご
、
普
通
の
連
子
窓
に
す
る
つ
も
り
で
あ

り
な
が
ら
、
さ
う
し
な
い
で
猫
創
薗
意
匠
を
だ
し
て
（
？
）



こ
ん
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
が
攣

っ
て
み
る
ご
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
江
戸
時
代
の
木
罰
法
に
よ
る
連
言
窓
の
糎
及
び

子
の
大
さ
の
だ
し
方
を
雛
形
本
か
ら
引
移
し
て
お
く
。
第

二
五
五
瞬
右
、
鵡
の
が
夫
れ
で
、
連
子
は
菱
形
で
あ
る
が
、

嚢
菱
の
形
の
だ
し
方
を
圖
解
し
て
み
る
。
邸
ち
長
続
が
短

邊
の
二
倍
に
當
る
短
形
を
叢
き
、
ス
、
・
、
ヨ
ソ
ス
、
・
、
ヘ
ッ
ル

・
算
（
皆
掛
）
、
ヲ
・
ケ
・
カ
う
三
多
（
鱗
触

餐
等
）
、
其
線
が
洲
雲
交
り
た
る
轡
、
樹
角
線
を
引

き
出
～
、
た
頂
黙
ご
を
結
び
つ
け
る
時
は
、
菱
形
が
で
き
る

か
ら
、
こ
の
菱
形
を
子
の
形
に
用
ひ
よ
、
こ
い
ふ
の
で
あ

る
．
枢
の
前
面
等
も
示
し
て
あ
る
が
、
ざ
こ
迄
も
規
則
づ

く
め
で
や
っ
て
あ
る
所
が
藏
疑
い
や
け
れ
ご
も
形
は
決
し

て
よ
ろ
し
く
は
な
い
。
こ
れ
等
に
な
る
ご
、
石
清
水
の
な

ざ
よ
り
一
暦
角
張
っ
て
み
て
、
如
何
ど
も
致
し
難
い
形
で

あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膏

　
　
　
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
ヤ
　
　
、

　
連
子
窓
ほ
、
大
概
は
貫
の
聞
と
か
唾
長
押
の
間
ご
か
、

叉
は
貫
ご
長
押
ご
の
間
こ
か
、
さ
う
い
ふ
所
に
土
ド
は
挾

　
　
　
第
十
四
塗
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
の
研
究
（
桑
三
十
一
）

ま
れ
、
左
右
は
多
く
糎
の
外
に
小
壁
－
　
漆
喰
壁
ご
板
壁

ご
に
な
っ
て
み
る
ご
き
が
あ
る
　
　
が
あ
っ
て
、
其
次
に

柱
が
♪
6
0
る
の
で
あ
る
が
、
ご
う
か
す
る
ご
爽
右
の
枢
を
敏

き
、
從
て
小
壁
も
な
く
、
ち
か
に
柱
間
に
冷
部
を
入
れ
た

の
が
あ
る
（
法
隆
寺
飛
堂
、
海
龍
王
寺
西
金
堂
）
，
さ
　
い
吉
倉
、
四
方
に

権
の
あ
る
の
に
比
。
へ
て
幾
分
不
満
足
に
見
え
る
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
よ
ろ
し
い
。
其
最
も
墾
な
の
は
四
方
に
何
も
な

く
、
壁
の
中
に
融
い
て
み
る
様
に
取
付
け
た
も
の
で
、
古

毒
宇
治
奨
学
殿
忌
屋
癖
獣
端
黒
）
、
大
和
の
法
花

業
堂
羅
）
等
、
江
戸
時
代
の
・
．
の
で
は
、
前
記
桂
離

内
岡
林
堂
の
例
で
あ
る
。
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鯉
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常
代
の
連
子
は
、
其
権
が
愈
よ
角
張
っ
て
き
た
か
ら
、

　
形
は
大
し
て
よ
く
な
い
。
其
入
念
の
も
の
に
在
り
て
は

　
権
に
も
子
に
も
含
銅
の
飾
金
具
を
打
つ
。
時
に
は
権
の

　
み
を
普
通
の
如
く
に
取
つ
け
、
其
中
央
に
格
狭
問
型
の

輪
廓
内
に
連
子
を
入
れ
π
の
が
あ
る
（
蹄
鞍
。
子
は
・

　
蟻
も
多
く
線
青
塗
な
る
も
、
解
れ
に
は
黒
漆
塗
の
も
あ

っ
た
（
織
蘇
照
）
。
．
（
昭
利
四
年
二
η
二
十
八
艮
積
了
）

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　

一
一
三
　
（
　
閃
＝
二
五
）


